
平成３０年度第１回太田・館林地域保健医療対策協議会

地域医療構想調整部会 次 第

日 時：平成３０年９月１２日（水）

１９：００～

会 場：太田保健福祉事務所 会議室

１ 開 会

２ 会長挨拶

３ 議 題

（１）平成２９年度病床機能報告の結果等について

（２）地域医療構想調整会議について

（３）地域医療介護総合確保基金について

（４）その他

・意見照会について

４ その他

・太田記念病院の救命救急センターの指定について

５ 閉 会
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太田・館林地域保健医療対策協議会

平成30年度 第1回「地域医療構想調整部会」議事概要

■日時：平成30年9月12日（水）
午後7時から8時25分

■会場：太田保健福祉事務所 会議室

議題(1) 平成２９年度病床機能報告の結果等について

○事務局から説明

○意見質疑等は次のとおり

（委 員）病床機能報告の集計結果について、「休棟等」とはどういうものか？

（事務局）病院では１病棟全てを休止している状態で、有床診療所では全ての病床が

休止している状態と報告されたもの。単位は「床」である。

（委 員）佐賀県と本県では人口にかなりの差がある。佐賀県の事例を本県に当ては

めるのは無理があるのではないか。

（事務局）佐賀県の事例は国から紹介されたもので、比較的簡単に算出できるため、

取り急ぎ試算した。他の方法（埼玉県や大阪府）もあるので、定量的な基

準の導入に向けて、今後、県医師会と協議しながら検討していきたい。

議題(2) 地域医療構想調整会議について

○事務局から説明

○公的医療機関等２０２５プランの変更について、県立がんセンターから説明

（要 旨）・センターとして地域医療の質・量的な向上と拡大・充実を図るため、地

域連携を根底におきながら経営改善に取り組みたい。

・地域の医療機関の紹介件数をH32までに10％上乗せすることを目指し、地

域連携室の体制強化や県民公開講座開催なども併せて行いたい。

○意見質疑等は次のとおり

（委 員）県立がんセンターは特殊な医療を提供している。地域医療に組み込むには

無理があるのではないか。

（がんセンター）地域と連携していきたいと考える。また、東毛地域は埼玉県や栃木

県から患者が流入するので、広域を診る意味で役割を果たしていると考え

る。

（委 員）病院が緩和ケア病棟もすべて急性期と報告していることに疑問を感じる。

（事務局）緩和ケア病棟等、病床機能報告の４機能に割り振れない病棟に対する考え

方を明確にするよう国へ働きかけているところである。

（委 員）「開設者を変更する医療機関」に対して、なぜ地域医療構想調整会議で説

明を求めるのか。

（事務局）代替わりした場合等を対象としているのではなく、全国展開している医療

法人が急遽、地域医療に参入すること等を想定しているものと思われる。

議題(3) 地域医療介護総合確保基金について

○事務局から説明

○意見質疑等はなし



その他 太田記念病院の救命救急センターの指定について

○太田記念病院から説明

（要 旨）・現在、地域救命救急センターの指定を受け6年目。センターの病床は慢

性的に不足しており、病床を増やすことで対応したい。

・既存のHCU 5床、ICU 5床のほか、一般病棟のうち10床を救急救命の病床

とし、20床として対応したい。病床の総数は変わらない。

○意見質疑等は次のとおり

（委 員）当該病院の稼働率は95%。一般病床の転用では、三次救急の受入に不安が

残る。本圏域は新たな病床を整備できない状態なのは承知しているが、増

床する方法はないものか。

（事務局）国と特例措置について協議したが、補助金の交付条件との兼ね合いもあり、

解決策は見いだせていない。引き続き検討したい。

以上


